
取得できる免許

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

中学校教諭一種免許状（英語）
［ 所定の科目履修で取得可能とする免許状 ］

　高等学校教諭一種免許状（英語）
◎幼稚園教諭二種免許状
◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

小学校教諭一種免許状
中学校教諭二種免許状（英語）

◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。

取得できる免許

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

中学校教諭一種免許状（家庭）
［ 所定の科目履修で取得可能とする免許状 ］

　高等学校教諭一種免許状（家庭）
◎幼稚園教諭二種免許状
◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

小学校教諭一種免許状
中学校教諭二種免許状（家庭）

◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。

家庭専修で学ぶ専門科目は、「家庭科教育」、「家庭経営学（家族関係学及び家庭経済学を含む。）」、「食物学（栄養学、食品学及び調理実習を

含む。）」、「被服学（被服製作実習を含む。）」、「住居学」、および「保育学」の6つの領域から構成されており、1年次前期から一部の講義で履修が

始まります。実習授業も多く、1年次後期には「調理実習Ⅰ」や「被服実習Ⅰ」があり、いずれも必修科目となっています。さらに、2年次以降で選択

科目を履修することにより、専門性をさらに高めることも可能です。3年次になると研究室を選択し、指導教員のもとで卒業研究のための準備が

スタートします。そして4年次には大学での学びの集大成として、卒業論文の作成に取り組みます。

4年間の学び

■ 2023年 2年次前期の時間割 （例）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初等算数科
教育内容A

初等図画工作科
教育内容A

1時限
初等家庭科
教育法B

2時限
初等国語科
教育法A

初等理科
教育内容A 中国語Ⅰ

3時限

4時限 スポーツⅡ

英語コミュニ
ケーションⅡ

家族論

教育システム論

調理実習II

生活経済論

食物学Ⅱ

5時限

先輩Voice

多彩な知識と実践的能力を身に付け、生活を科学する。
被服製作や調理の知識・技術の修得をはじめ、家庭生活と社会の関わり、保育や社会制度など、家庭科の学びは多岐にわたります。

衣食住、家庭、環境、福祉など、未来に生かせる幅広い範囲の「生活」について総合的に学び、教科としての「家庭科」の教材研究・開発能力

を持った教員を目指します。

調理実習Ⅰ（1年次後期）

募集人員

30名家庭専修義務教育専攻
詳細はコチラ

英語専修では、4年間を通じて、英語文学、英語学、そして英語教育の3領域すべてを学修します。英語文学領域では、英語で書かれた世界の文学

について学びます。英語学領域では、英語の音声・文法・歴史についての科目を核として、学校教育に関連のある内容を学びます。英語教育領域

では、第二言語習得の理論を支柱としてさまざまな指導法を学び、実践につなげる方法を学びます。また、義務・高校の両コースは3、4年次に実習

を行い、4年間の集大成として、英語で卒業論文を書きます。

4年間の学び

■ 2024年 2年次前期の時間割 （例）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初等社会科
教育内容A

初等音楽科
教育内容A

1時限
初等英語科
教育法B

2時限
初等体育科
教育法A

初等算数科
教育内容A

3時限 ライティングⅠ

4時限
英語コミュニ
ケーションⅡ

教育システム論

英文学概説

英語学講義Ⅰ

中国語Ⅱ

英語学演習Ⅰ

5時限

先輩Voice

世界へ羽ばたく「英語人」育成のための教育を目指します。
英語に関する専門知識、高度な英語力、そして実践的な教育力を身に付け、英語教育に精通した小学校・中学校教員、そして、これからの

義務教育における英語教育を創造し、牽引できる教員養成を目指します。そのために、小学校・中学校により焦点を当てた、深い専門的な

内容を扱った授業と、教育力と語学力を高める授業を履修することができます。

1年生向け英語文学演習のグループワーク

募集人員

16名英語専修義務教育専攻
詳細はコチラ

被服実習Ⅰ（1年次後期）

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事前指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事前指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

学校教員養成課程 義務教育専攻 家庭専修4年
私立愛知高等学校出身

学校教員養成課程 義務教育専攻 英語専修3年
愛知県立西尾高等学校出身

多様な学びと体験を通じて
英語の魅力を
改めて実感しています。

食や生活への興味を引き出し、
子どもたちが自ら
実践できる力を育みたい。

英語の指導法はもちろん、英語学や英文学など、幅広く学んでいます。
すべて英語で進められるネイティブの先生の授業は、実践的な英語
力を磨くのに役立っています。異文化理解の授業では、インドネシア
の学生とリモートで交流。異文化に触れ、英語で心を通わせる喜び
を実感しました。そして、国際的な視野をもっと広げたいという思い
から、来年度は留学に挑戦する予定です。これらの経験を生かし、
将来は子どもたちに英語を使うことの楽しさを届けられる、英語専科
の小学校教員になることが目標です。

本専修の魅力は、調理・被服実習など実際に手を動かす機会が
多く、幅広い知識と技能が身に付くことです。私自身は、愛知の
伝統野菜を使った調理方法や災害食、肢体不自由の子どもへの
調理実習の方法など、より専門的な知識を深めることに力を入れて
います。自ら作成した指導案をもとに「模擬授業」に取り組む機会も
多く、ICT機器もフル活用しています。将来は、子どもたちが食や生活
について興味を持ち、自ら実践できる力を高められる教員になること
が目標です。

手縫いで巾着袋を制作中
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